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抄  隻譲  

血管迷走神経反応（m）は献血者の副作用として一番多く，献血者の約1％  

に起と一る。ⅤVRに伴う転倒は外侮に繋がり，その予防は献血者の安全を守る  

上で重要である。  
こJ  

埼玉県赤十字血液センターで2003年度から2005年皮の3年間に起こったⅤVR  

に伴う転倒者16人について性別．年l給，献血種別について解析を行った。そ  

の結果，10歳代と60歳代に高い。成分献血セは血漢献血者だけiこ転倒を認め  
た。全国統計でも同様ゐ傾向がみられる。これらの掛二注意をはらって，転  

倒を防ぐように努める必要がある。  
10故代の男性の全血献血者に特に転倒者が多かった。そこで，ⅤVRの頻度  

が高い初回の献血者が集中する高校生の集団献血では，献血場所のすぐそば  

に祐子を用意して座らせ．30分以上の休憩と水分摂取を行うことによって転  

倒者が減少した。  
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はじめに   

献血後の副作用は献血者の約1％に起こること  

が知られている1）。その主なものは血管迷走神経  

反応（vasovagalreaction，ⅤVR），神経損傷と皮下  

出血である。ⅤVRは全副作用のうち約75％を占め  

る。ⅤVRは転倒の原因となり，虚薦な副作用に繋  

がる可感性が串る。全国で年間約540万人の献血  

者がいるが，そのうちⅥ平による転倒正100－150  

人の献血者に起こり，大きな・問題と考えるカー4）。  

転倒耶故を少なくするためにはⅤVRの発生率を下  

げる努力と転倒の檻接的な予防策を立てる必要が  

あると考える。   

全血献血でⅤVRを起こしやすい人々は，①初回，  
②低休題．（∋若年，店）白人■，（9若年初回の献血者  

では女性と報告されている9‾㌔一方卜成分献血  

では①榊血液丑の今な◆い人・②や蒔年官女性・  

■③サイクル数の多い人専が上げられる8）。埼玉県  

赤十字血液センタ」の予備的な調恋でも同様の傾  

向がみられ．中高年の女性の成分献血では1時間  

以上にⅤVRが持続する例が多い。   

これら■のⅤVRのハイリスクの献血者に2004年5  

月牢ゝら①少な■くとも30分以上休憩をとること，②  

水分を摂取することを勧めるパンフレヱ上を準  
、、・  

ていがI。その結束‾ニⅤVRを起こす献血者は有意  

に痴托たが，それによる転倒者の数は大きな変  

劫を示さなかった。   

そこで．ⅤVRによる転倒者を減らす目的で2003  

年度から2005年度の3年間に埼玉県赤十字血液セ  

ンターそ発生したⅤVRに伴う転倒例16人lニつ（、て  

その要因を解析し，その対礎について検討したの  

で報告する。  

方  法   

検討した献血者は2003年4月から2006年3月ま  

での3年間に埼玉県赤十字血液センターに来訪し  

た献血者722，768人（男性442；449人．女性280，319  

人．全申献血479，898人．成分献血242，870人）であ  

る（衷1，表2）。それらの献血者のうち転倒し  

た例は16人である（表3）。それらについて，憧  

別．年齢．献血種別などについて検討した。   

初回の若い男女の全曲献血ではⅥ収窄多いと与  

れるb その献血者に転倒都政が起こる可能性が高  

い。とくにその中でも10成代と20成代の初回の男  

性を多く含む高枚生献血あ古いは専門学校生の集  

団献血では，転倒事故が起こりやすいと考えられ  

る。埼玉県赤十字血液センターでは，そのような  

染田献血では多くの鳩・合バスにおいて採血する。  

その場合に，図1に示すように，接遇の部屋をバ  

スから触れたと己ろに設営するのではなく，バス  

のすぐそばにテントで仮の接遇の堪を造り，そこ  

表1 2003年度から2005年度の献血種別による献血者数  

2003年度・  2004年皮  2005年度  一合 計  
献血種別  

男  女  男  女  男ご  女  男  女  

200mL lも248 ：晩428 13，751 汎329 ・12．522 37，517  一札521●111，訂4 151，795  

400mL  84．593 24．897  85，22g 孔197  85，992 24，195 255，814  72，289 328，103  

血小板 19，678  7，966 20．743  8，169 21，朗〝  7，879 62，068 24，014 86，082  

血 祭  31，051 犯597  2糾14 25，幽1 23，581 20．7鋸 乳鵬£ 弦742 156，7郎  

計 149，570 95，888 1軋137 9も136 143．742 90．295 442；亜9 280，319 722，768  

200mL：2（氾血献血 400mL：400ml戯血 血小板：血J、板献血 血簗：血簗献血  
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表2・2003年度から2005年度の年代別の献血者数   

2003年度  2004年度  ・2005年度  合 計  

男  女  男  女  男  女  男   女  

10歳代▲ 14，106 13，109 1も蛇6 13，529 12，飴2 12β71 4q，814 39，¢鵬  79，＄お  

20歳代  31，227 26，761 恥167 25，封1 28．279 2も045  乳673  76，347・166，020  

30歳代  42，般0  22，118  亜，179  22，爾6－  40，朗5 21，398 12も糾  65，602 190，餌6  

40歳代  30，753 13，477  31，277‘13周6  31β別■13，鋸7  93，254・ 40，960 134，214  

50歳代  地782 14．491 22，椚 13．377  22，48112，940  68．旧6 40．さ08 108．糾4  

甜歳代   8，鎚2  5，932  8，円5  5，粥7  8，眉1  5，694  26，02さ 17，593  43，位1  

計  149，訂0  95，888 149，137 － 9も136 143，742－‘恥295 崩2，449 280，319 722，7即  

襲3’転倒者の年齢，性，献血種別および献血回数  表4 献血者の性別と転倒者払および転倒率  

年 齢  性 別  献血種別  献血回数  転倒者汲  献血者敷  転倒寧  

●男．．性・12  442，449 ◆ 0．∝比7％  10成代  男  200mL  初 回  

女 性  4  280；319  0．0014％  10歳代  男  200mL  2回目  

10成代  男  400mL  神 国  

10歳代  男  400mL ・一・2回旧  

10成代  男  400mI」  2回目  

血 柴  2園冒  

20成代  男  400mL  3回月  

20歳代  女  血 柴  4回目  

200mL  3向日  20成代  女  

20成代  男  400mL  初 回  

30歳代  男  血 祭  2回目  

30成代  男  400mL  13匝旧  

30歳代  男  400mL  9回目  

60成代  女  400mL ・13回目  
●接遇の随員 ▲献血手帳などを準備する輪貝  

60道代  弟  400mL  初 回  

甜歳代  女  血 柴  50回目  

図1 高校生の集団献血の設営法  200mL：卸加血献血 側OmL：4的mu駅血  
血柴：血堆献血  

に1台のバ 

専門の職員を1人配圧し，梯子に座ることと水分  

摂取を勧め，約30分後に献血手帳を渡すようにし  

た。それによって，転倒串故が減少するか否かを  

検討した。  

人全員が治療のために医群機関を受診している  

が，受診回数は1回受診が7人と多く．12回受診  

が3人，3回受診が2人．4回受診が1人，6回  

受診が1人，18回受診が1人，入声完を要した献血  

者がl人であった。   

転倒者と性別との関係をみると嚢4に示すよう  

に女性より男性に転倒率が有意ではないが高い傾  

向にある。このことはⅤVRが女性に多いことと対  

照的である2卜仇9）。さらに，性別と献血の種類を  

組み合わせてみると男性における全血献血におい  

結  果  

一 埼玉県赤十字血液センターにおいて，2003年度  

から2005年度の3年間にmに伴う転倒者は16人  

であった（衆3）。その頻度は0．002％である。16  
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■ で転倒率が声い傾向がみられる（表5，表6）。  

、また，その男性の全血献血の転倒者10人のうち初   

回の献血者が4人，2向日の献血者が3人とそれ   

●らで大半を占める（表3）。女性では成分献血の   

方が全血献血より転倒率が有意ではないが高い傾   

向がある．、（襲5．表6）。  

献血種別と転倒率の関係を網ぺると．血小板献血   

で転閏した献血者は1人も†ゝないので転倒率は   

0％と掌る・が，それ以外で一番載倒準の低いのが   

200mU献血である。その値を1として，他の献血   

種別の転倒率を調べると．400mL献血が1．35倍と   
一番高く．ついで血班献血が1．30倍と高い（表7）。  

一方，転倒者を年齢別に同様の検討をすると40   

成代と50哉代には転倒者がいない（襲8）。恒例   

者がいた年代で一番転倒率の低いのは30歳代で，   

その催を1とすると．10歳代と60歳代がほぼ同じ   

転倒率を示し，それぞれ4．7と4．3と高い。20成代  

は次に転倒率が蒔く1．5倍となる。  

10歳代異性の全血献血の献血者に転倒者か多か  

ったが，その多くが男性の高校生か専門学校生の  

集団献血で起こってI．、る。そこで，10歳代の初回  

の男性を多く含む男性の高校生献血あるいは専門  

学校生の染田献血の場合に．転倒者を減らす自的  

でバスのすぐそばにテントで仮の接遇の喝を造  

り，そこに1台のバスあたり豹5脚の椅子を定き，  

さらに専門の聯貝を1人配置し．椅子に座ること  

と水分摂取を勧め，均30分後に献血手帳を渡すよ  

うにした（図1）。その結果．表9に示すように，  

その：方法を開始後の3カ月間には約5，000人の高  

校生ならびに専門学校生の献血を行ったが．1人  

か転倒することはなかった。それ以前の3カ月間  

には約1，000人の献血者がいたが2人転倒した。  

さらに，2004年皮の同時期の3カ月間にやはり約  

5，000人の献血をしたが，2人の転倒者がいた。  

表5 男性献血者の転倒者数と転倒率  表6 女性献血者の鞋倒巻数と転倒率  

男 性  転倒者数  献血者数  女 性  転倒者政  献血者牧  転倒準  

全  血  10  296，335  全 血    2  183，563   0．0011％  0．0034％  

成分献血  2  146．114  成分献血． 2    96，756  0．0021％  0．0014％  

表8 献血者の年代と転倒者致および転倒率  表7 献血稀別と転倒者救および転倒串  

献血種別 転倒者数 献血者欺 転倒牢  比 窄  年 代 転倒者政 敵血者赦 転倒者率  比準  

10歳代  6  79．㌫B O．0075％  4．7  200mL  ユ  151，795 0．0020％   1  

20成代   4   1餌，020 0．∞24％ 1．5  400mL  9  328，103 0．0027％  1．35  

血 控  4 ’156，788 0．（旧26％ 1．30  30成代  3   1！札246 0．0016％   ユ  

血d、板  0  86β82 0．0000％  0  亜成代  0   134，214 0．0000％   0  

200mL：200mI．献血 400mL：400mI＿献血  

血焼：血姥献血 血小板：血小板献血   

50成代  0   108，844 0：0000％  0  

00成代  3  4さ，駿1 0．0069％  4．3  

表9 高校生および専門学校生の集団献血における献血者救および転倒者数  

1．椅子をバスのそばに置く前の3カ月間（2005年7月㌘日一期05年10月26日）   

献血者数l，142人  転倒者数 Z人  

2．椅子を置いてからの3カ月間●（2005年10月27日－2（氾5年1月刀日）   

献血者敷 4，988人  転倒者奴 0人  

3．前年同時期の3カ月問（2004年10月27日一2005年1月23日）   

献血音数 5，125人  転倒者致 2人  

1
F
 
L
、
、
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考  察   

転倒・転落は病院における医療でも医療事故の  

一つとして問題とされている。それを防ぐために，  

患者のけスタを分析し，それを点数化し，対策を  

検討す尋試みもなされているlの。一方，献血者に  

おけるⅤVRに伴う転倒はその頻度も少なく．その  

解析は十分行われてはいない。今回埼玉県赤十字  

血液センターにおIlて2003年度から2005年度の3  

年間においてⅤVRに伴う転倒例め解析を行いその  

要因を調べたふ．   

3年間の転倒者は16人で，献血者総数722，768  

人で除するとその頻度は0．002％である。埼玉県  

赤十字血液センターにおいて5秒以上の失神を伴  

う亜症のⅤVRを起こした献血者の寧は男性で  

0．03％で．女性で0．06％である。転倒率が0．002％  

であることは歪症ⅤVRを起こした献血者の釣1／30  

～1／15に転倒が起こることを示している9）。この  

一転倒率は2003年度，2004年度，2005年度上半期の  

全国の統計の結果がいずれも約0．002％であるこ  

ととも一致しているり‾▲）。米国においては，失神  

を起こしたmの頻度が0．09％であり，その14％  

か転倒するとのことであり，この値は埼玉県赤十  

字血液センターおよぴわが国の全国統計の値とほ  

ぼ同じである11）。   

性別と転倒との関係を見ると．転封着は男性に  

多い傾向がある。とくに埼玉県赤十字血液センタ  

ーでは男性の全血献血での柘例者が多いのでその  

対喋が必要であると考えた。しかし．全国統計で  

は女性の転倒準の方が男性のそれより高い2卜4）。  

その理由は明らかでない。埼玉県赤十字血液セン  

ターにおける転倒者16人のラち10歳代の全血の献  

血者が一番多いことから10成代の男性を多く含む  

高校生の集団献血で起こっている可能性があり，  

その解析と対策が今後必要であると考えた。   

年齢と転倒率との関係を見ると，10歳代と60歳  

代が転倒のリスクが高いという結果であった。ま  

た逆に40歳代と50歳代は転倒のリスクが低いとい  

う結果であった。   

一つのセンターの結果では転倒者の数も少な  

く，地域的な偏りもあることも考えられる。そこ  

で，2003年虔の日本赤十字社の全匡l統計をみると  

やはり40歳代と50歳代は転倒率は0人ではないが   

他の年代より著しく低く，一番低い40歳代の転倒  

率を1とすると，10歳代が6．3，60歳代が3．6と高  

く，我々の結果と傾向は類似している。ただし，  

20歳代の転倒率が40歳代の3．7倍と我々の冶果よ  

り高い値を示している筍。この傾向は，2004年度，  

2005年摩の結果もほぼ同様である乱㌔   

或々の結果から10歳代の男性の場合は初回の全  

血献血が阪例のリスクが高いと思われ（婁3），  

それは弟性の高校生あるいは専門学校生の集団献  

血の喝で起こっている可能性が高い。   

我々はⅤVRを防ぐた●めにⅤⅥRのハイリスクと考  

えられる①全血献血の初由の異女と，②中高年の  

成分献血の女性に対し，（》30分間の休憩と②水分  

摂取を勧めるパンフレットを渡した9）。それによ  

って男女とも軽症のⅤVRの頻度は減少した。しか  

し∴重症のmは女性の400mU献血と血姥献血で  

著明に減少したが．男性では．いずれの献血税別  

でも王威少しなかった。とくに，200mU献血を行っ  

た献血者に重症のⅥ収の頻度が高かっ考が，それ  

らの献血者にパンフレットを渡してもその減少が  

＿＿みられなかった9）。200mlj献血を行う男性は，高  

校生あるいは専門学校生の蓑田献血が多いことか  

ら，このパンフレットを渡す方策は男性の高枚生  

あるいは専門学校生の亜団献血では有効でないと  

考えられた占そこで，方法で述べたようなバス？  

周辺への椅子の設臥職員の配腔，30分たちてか  
ら献血手帳を渡す方策を考えた。その結果，蓑9  

に示すように転イ到者を減少させるのに有用と考え  

られた。今後，さらに継続して，その効栄をみて  

いきたいと考える。   

埼玉鼎赤十字血液センターにおいては10歳代の  

転倒者の割合は全転倒者の約40％であるが，200ぎ  

年度の全国の統計を見ても1q歳代の転倒者は約20  

人で全転倒者約100人の約20％を占めている。い  

ずれにしても全国で10歳代の喉倒者が多いが，こ  

れらの献血者に対し，我々の行った方策が全国で  

試され，有用であれば年間20－40人の転倒者が救  

われることになる。なお．全国の統計では20歳代  

め転倒挙が60歳代と同程度に高く，10成代と20成  

代を合わせると全転倒者の40％を占めるので，20  

鼓代の転倒者の要因を解析し，その転倒の封筒を  

論じる必要があろう。  
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埼玉県赤十字血液センターのデータからは60歳  

代の転倒挙が1d歳代と同程度に高い結果であっ  

た。このように60成代の転倒率が商いことは全国  
の統計からも明らかであるの‾㌔1爪Ⅶの頻度は60  

成代で必ずしも高くないが仁転倒率は高い。60成  

代の転倒者に性差あるいは献血種別に差があるか  

等を検討する必要がある。当センターにおいて60  

歳代で転倒したのは全血献血と血津献血で，血小  

板献血の献血者はいない。とくに，入院が必宴で  

あっ■た献血者は64歳の女性で，血祭献血のリピー  

ターであり，60成代の血難献血のリピーターの女  

性はとくに注意が必要であると考える。いずれに  

しても60歳代の献血如こ対しては座るまで，看韻  

師が付き添い．座らせ．必要な飲み物を取ってあ  
げるなどの配慮が必要であろう。   

成分献血では－転倒者は男女それぞれ2名ずつ  

であるが，それらはすペて血妹献血のリピー ター  

である。血小板献血は埼玉県赤十字血液センター  

では初回の献血者には行っていないが，再来の血  
小板献血者でも聴倒した献血者はl人もいない。  

血撲献血をした献中書では400mLの献血者と同程  

度ゐ転倒率を認めている。転倒した献血者はいず  

れもリピーターであり，リ▲どこターといえども十  

分な配慮をする必要がある。全国の統計でも血携  

献血の方が血小；阪献血より転倒寧は約4倍高い2）。   

ⅤVRの頻度は血小板献血と血妨献血のそれと大き  

な違いはないが，・転倒率でこのような差が起こる  

理由が何によるものか問題である。血小板献血と  

血疑献血の差異を調べてみると，血痍献血の方が  

献血者の条件がやや悪い。つまり，年齢制限につ．  

いては血小横献血は54歳以下であるが，血雛献血・  

は69歳以下である。ヘモグロビン濃度は血小板献  

血では12g／dL以上であるが，血控献血では女性  

では11．5g／dL以上である。また，ほぼ同程度の採  

液見であるが，それにかかる時間が血妹献血わ方  
が血小板献血より短いことが多い。このようなこ  
とが，血姫献血の方が血小板献血より転倒率が高  

くなる要因である可能性がある．英国における年  

鵬制限は血小板献血と血焼献血に差がなく．いず  
れも65歳以下である。ヘモグロビン濃度も血／J、板  

献血と血妨献血でその条件に塞がなく，男性で  

13g／dL以上で，女性では12．5g／dL以上である12）。  

つまり．英国では．血」ヽ板献血と血舞献血の献血  

者の選択基準を同じにじている12）。また．成分献  

血は過去2年以内に全血献血を行い，大きな制作  

用のなかった献血者を受け入れている。さらに，  

成分献血の初回の献血者の年齢は60歳以下であ  

る。このような英国の基準の根拠は明らかでない  

が，わが国の基準を国際的な基準と比較し検討し  

直す必要があろう。  
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抄  鍋   

献血に関連して起こる副作用のうち血管迷走神経反応（ⅤⅥむの頻度が一番  

高く．．全献血者のd．76％に起こる。成分献血者におけるⅤVRのリスク要因を  

明らかにするために，2do4年β月から2005年4月までの11カ月間に埼声県赤  
十字血液センターを訪れた成分献血者76，658人について，そのⅤVR発生率を  

性別，・年齢，体重．献血回数との関係において検討し，同時期に訪れた全血  

献血者のそれと埠較した。   

その結果，・女性の成分献血におけるⅤⅦ発生率は女性の全血献血および男  

性の全血献血と成分献血のⅤVR発生率より有意に高かった。初回の成分献血  

におけるセvR発生率は男性で4．7％，女性で7．4％であった。その頻度は，再来  

の成分献血のそれが男性で0．4％，女性で2．0％であるのに比べて著しく1篤く，  

初回の400m封駅血のⅥ鱒発生率が男女それぞれ2．2％と2．6％であるが，これら  
よりも有意に高かった？初回の成分献血の革非について検討する必要がある  

と考える。  
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Keywords：risk血ctor80fvasovagalreac也ons，apheresis  

の関係について調査した。また，全血酢血者につ  

いて同様に淘哀し，成分献血と比較した。なお，  

埼玉県赤十字血液セ㌢クーでは初回献血者に対し  

て▼紺として血小板献血は行っいないので  

初回の成分献血者の結果は凪腰献血者の結果であ  
イ   

る。   

はじめに   

献血後の副作用は献血者の約1％に起こるとと  

が知られている1）。その主なものは血管迷走神経  

反応（vasovagalreactions．Vm），’神経損傷と皮  

下出血である。ⅤVRは全副作用のうち72％を占め  

ると報告されているl）。ⅤⅦは転倒の原因となり，  

一皮兼な副作用に繋がる可能性がある。叩による  

垢倒は全国では年間100～150人の献血者に起こ  

り，大きな問題と考える砂→㌔ j転倒事故を少なく  

するためにはⅤVR発生率を下げる努力と転倒の肛  

授的な予防報を立てる必要がある。   

全血献血でⅤVRを起こしやすい事跡ま，①初回，  

②低体軋③若年／窃白人，⑤若年の初回献血で  

は女性と報告されているの－叩。一方，成分献血で  

は①中高年の女性，②循環血液薫の少ない人 ③  

サイクル数の多い人が両取を起こしやすいとされ  

ているlO）・11）。またMcl£Odらは多数の血液センタ  

ーのデータを集めた結果，初回の成分献血者も  

ⅤVRを起こしやすいと報告している1の。   

我々は成分献血者におけるⅤVRのり云ク要因を  

明らかにする目的で，献血者の性別，年齢．体重  

および献血回数とⅤVR発生率との関係を検討した。  

成分献血はほとんどの場合，献血ルームで行ら  

ている。全血採血は献血ルームと移秒採血串で行  

っている。今回は全血献血におけるⅤVR発生率を  

献血ルームと移動採血車に分けては検討しなかっ  

た。   

ⅤVRの診断は，日本赤十字社の標準作井手順番  

に準拠した（未4－）13）。標準仲基手順熱では衷4  

に示すようにⅤVRを重症と軽症に分けているが，  

今回はその両者を併せた数を調査した。なお，献  

血場所から離れてから遅発性のmが起こるとさ  

れているが，今匝Iは遅発性のⅤVRの調査は行わな  

かった1仇19。  

表1 埼玉県赤十字血液センターにおける献血者  

数とWR発生率（2004年6月－2005年4月）  

性 別  男  女  計  

献血者数  136，901   86，894   223，795  

Ⅵ取発生数 ■ 696  1，086  1，782  方  法   

成分献血におけるⅤ甲のリスク要因を明らかに  

するため‡±巨以下の検討宜行った。   
対象は2004年6月から2005年4月までの11ケ月  

間に埼玉赤十字血液センターに来訪した献血者  

223，795人（男性136，901人，女性86，894人，成分献  

血循658人，全血献血147，137人）であった（表1，  

表2，表3）。そのうち成分献血者について性別，  

年齢，体重，献血回数，献血種別とⅤⅥi発生率と  

ⅥJR発生率  0．5％  1．2％  0．8％  

初回献血者致 15，599   12．792  ■28，391  

Ⅵ職発生数  319  260  579  

ⅤⅥi発生率  2．0％  2．0％  2．0％  

再来献血者放’121，302  7も102   1汎404－  

Ⅵ用発生数  376  826  1β02  

ⅤVR発生率  0．3％  1．1％  0，6％  

ⅤⅧ溌生畢＝（Ⅵ取発生数÷敵血書歎）×100   
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成分献血に用いた採血機器の主なものは，CCS  

（へモネテイクスジャパン株式会社，東京），耶汚  

（テルモ株式会社，東京）あるいはTEⅣmS（テ  

ルモ株式会社，東京）である。今回は採血機種と  

ⅤⅥミ発生率との関係は検討しなかった。．  

表2 埼玉県赤＋字血液センターにおける全血献血者放とWR発生率（0004年6月～2005年4月）  

凍血種類  200戚．献血  4伽止献血  総 計  

性別  男  女  小計  男  女  小計  男  女  計  

献血者料  12，67さ 3も372．4ち050 78J56 21，鈴11叩朋7 91，134 弧003 147，137  

Ⅵ鳩生数■  96  205  301   407  206  613  503  411  914  

W由生串 0．8％ ‘0．6％  0．6％  0．5％  1．0％  0．6％  0．6％  0．7％・0．6％  
細鮎奇数  

5β30  8，880 14，110 9，713   3，11鐘 12周11も943 11，998 26，鋸1  

WR発生放  76   120   196   212  81   よ格   288  如1   489  

Ⅵ取発生率 1・5％  1・4％－ 1ヰ％  2・写％  芦・哨  2・革％ 1・9％ 1・7％ 1・8％  
（、  再来献血者数 7，448  25，492  32，940■．●68′43 ・1乳513  87，お6  76，191 44，005 120，196  

ⅤVR発生数  20  85  105   194  125 ・319  214  210  424  

m発生率 0．3％． 0．3％  0．勉● 0．台％   0．7％  0．4％  0．3％． 0．5％  0．4％  

m発生率＝（ⅤⅥi発生数÷献血者欺）×100  

表3：埼玉県赤十字血液センターにおけ・る成分献血者数とWR発生率（2004年6月－2bo5年4月）  

顔血穣瑠  血小板献血  血紫献血  総 計  

性別  男    女  小計  男    女  小計  男  女  計  

献血者数   19，360  7，618  26，97β．26，407 23，㌘3 49，6さ0 鴫767 30，891 76，防8  

ⅤVR発生数’ 69  180  249   124  495  619   193  6乃  8種  

Ⅵ用発生率  0．4％ ・2．4ク6  0．9％  0．5％   2．1％  1．2％  0．4％  2．2％  1．1％  

初回献血者欺  3  0  3  653  794   1，劇7   656  794   1，4知  

ⅤⅥミ発生数   1  0  1  30  59  89  31  59   ■ 90  

ⅤⅥモ発生率  33．3％一 0．0％  33．3％  4．6％  7．4％   6．2％   4．7％   7．4％   6．2％  

再来献血者放・19，357  7，61さ  犯975． 25，754  22，479 一晩お3 45，111 ′30，097 75．208  

ⅤⅥモ発生数  68  1紬  248  94  436  530   162  616  778  

ⅤⅥi発生率  0．4％   2．4％  0．9％  0．4％   1．9％  1．1％  0．4％  2．0％  1．0％  

Ⅵ取発生寧去（VYR発生数テ献血春歌）Xiooニミニ．  
．
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表4 WRの重症度分類1幻  

血圧（max，mm打g） 腺桐酎／分）  呼威数  

採血前→測定東低値・採血前→測定級低値 （／分）  
分類  症 状  

軽症霊芝ヂ芸表芸芸罷㌫ヂ表芸ふ霊芝産；；；笠寺二豊至 芸崇：；三雲王10以上  

摘喪鮒秒以上）・ ；；：・： 9以下  
正症？姦 
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結  果  

1．性別とVⅥ1発生率との関係   

男性ではⅤVR発生率は献血種別に関係なく，  

1％未満であった（衷1，表2．表3，図1）。女  

性では全血献血におけ声m発生率が1％以下で  

あるが，400mり駅血では女性が男性より有意に高  

かった。女性における成分献血では全体で2．2％，  

血小板献血で2．4％．血嫌献血で2．1％と男性のそ  
れよ▲り有意に高く．また，女性の全血献血のそれ  
よりも有意に高かった。なお．女性の血小板献血  

と血雛献血の間にⅤV把持生率に有意差があるとは  

いえなかった。  

献血回数を初回と再来に分けて．ⅤⅥミ発生率を  

検討した。40血瓜献血における初回者のⅤⅦ発生  

率は，男性で2．2％，女性で2．6％と再来者（男性  

0．3％，女性0．7％）より有意に高かった（表2，図  

2）。成分献曲の初回看では男性で4．7％．女性で  

7．4％と，成分献坤の再来者（男性0．4％，女性  

2，d％）や400mU献血の初回者に比べて有意に高か  

った（表3，図3）。ただし，埼玉県赤十字血液  

センターにおいては前述のように初回の成分献血  

者は血祭献血者だけである。また，初回の成分献  

血（血媒献血）で特ⅤⅧ発生率は女性が男性より有  

恵に高かった。再来の成分献凪にづ封ナるⅤVR発生  

1％  2％  

ⅤⅥミの発生頻度   

図1 性別ならびに献血種別ごとのWR発生率  

■初回蕃□再来普  ■初回者□再来音  

0％  1％  2％  3％  
Ⅵ欣の尭生節度  

図2 400mL献血における献血回数と  

WR発生率との関係  

10％   5％  

セVRの発生頻度   

図3 成分献血における献血回数と  

＼ルR発生率との関係  

0％  
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率は血小嘩献血で1．1％．血襲献血で0．9％とほぼ  

同じ値であり（表3）．いずれの場合もⅤVR発生  

率は女性が男性より有意に高かった。  

2．年齢とWR発生率との関係   

400m揖駅血においては，いずれの年齢層におい  

ても男女とも初回献血者のⅤⅥモ発生率が高かった  

（固4，図5）。また，男女とも若年層で高く，加   

齢と共に低下傾向を示した。   

成分献血に率いても各年齢ともまた男女とも初  

回献血者のⅤⅥミ発生率が再来のそれより高かった  

（図6，周7）。また．男女とも各年齢における初  

回の成分献血者のⅤVR発生率は初回の全血献血者  

のそれより高かった。男性においては初回も再来  

もⅤVR発生率は昔年虐で高い傾向がぁられた。女  

■初回者口再来者  年齢   

60－69  

50～59  

40～49  

30－39  

20－29  

18－・・19  

0％  5％  

ⅤVRの発生頻度  

図4 男性の4qOmL献血におけ・るWR発生率の献血国数と年齢との関係  

n＝献血者数   

年齢   

60－69  

50－59  

dO－49  

30－39  

20～29  

18－19  

■初回音□再来蕃  

5％  

Ⅵ呪の発生頻度  

図5 女性の400mL献血におけるWR発生率の献血国数と年齢との関係  

n＝献血者数   
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性では，初回献血者のⅤVR発生率は非常に高く，  

すべての年齢層で5％を超えており∴若年層でと  

くに高いという傾向はみられなかった。再来の成  

分献血の女性では，若年層にⅥ職発生率■が高い傾  

向がみらゎた。  

3．体畢とWR発生率との関係   

（図8．匡19，図10，図11）   

400mL献血では′男女ともすべての体重におい   

て初回献血者が再来献血者より叩発生率が高か  

った（図8，図9）。亨らに．男性では初回と再  
来の献血者いずれでも体重の少ない献垂者にⅤVR  

発生率が高い傾向がみられた。▲一方，女性では初  

回および再来の献血者いずれでも体重と叩発生  

率との関係は明′らかでなかった。   

成分献血では，すべての体重において、男女と  

も再来献血者より初回献血者でⅤⅥミ発生率が高い  

■初回者□再来遥  年齢   

60－69  

50～59  

40丁－49  

30～39  

20～29  

18－19  

0％  5％  
ⅤⅥiの発生頻度  

図6 男性の成分献血におけるWR発生率の献血回教と年齢との関係  

n＝献血者数   

■初回竜□再来者  年齢   

60～69  

50－59  

40～49  

30－39  

20－29  

1針－19   

0％  5％  

Ⅵ偶の舞生検庇  

図7 女性の成分献血におけるWR発生率の献血回数と年齢との関係  

n＝献血者数  
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傾向がみられた（国10，周11）。また，男女とも  

ほとんどの体重において初回の成分献血のⅥJR発  

生率は初回の全血献血のそれより高かった。初回  

献血者では男女ともⅤVR発生率と俸重との間に一  

定の関係はみられなかった；再来の成分献血では，  
男蛭では体亜が少ない献血者にⅤⅥミ発生率がやや  

高い傾向があるが，女性ではその傾向は明らかで  

なかった。  

考  察   

Tb撼也らは，全血献血におけるヤVR発生率は男  

性で0．き3％，女性で1．25％であり，成分献血では  

■初回音口再来者  体重   

95kg以上  

釦kg－94kg  

85kg－89kg  

釦】也－84kg■  

75kg～79kg  

？Okg一閃】唱  

65kg－69kg  

60kg－64kg  

55kg～59kg  

50kg－54kg  

0％  5％  10％  15％  
Ⅵ／Rの発生斬腹   

囲8 男性の400mL献血におけるWR発生率の献血回数と体重との関係  

n＝献血者数  

■初回者口再来者   体誼   

80kg以上   

75kg－79kg   

70kg～74kg   

65kg－69kg   

60kg～朗kg   

55kg－59kg   

50kg～糾kg  

0％  5％ 10％   15％  
Ⅷの発生雛  

国9 女性の4血mL献血におけ季WR発生率の献血回数と体重との関係  

n＝＝献血者数  
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男性で0．99％，女性で4．19％という結果から女性  

の成分献血にⅤVR発生率が高いことを報告した。  

さらにⅤVRの要因を解析し，成分献血においては，  
①ね歳以上の女性，②サイクル救の多い人，③循  

環血液旦の少ない人にm発生率が高いと報告し  

ている。大坂らも成分献血では女性が男性より  

ⅤⅧ溌生率が高いと報告している。その頻度は男  

性における血焼献血で1．2％．血小板献血で1．3％，．  
女性における血牲献血で3．5鱒，血小板献血で  

4・7％であり，Tomitaらの報告に近い値である。  

Tomitaらの報告に対し，雑誌「′什ans血sion」の編  

集者乳成分献血では全血献血に比べて，献血に  

■初回著口再来者  体重   

95kg以上  

錮kg－94kg  

85kg岬89厄  

80kg一朗kg  

乃kg－79kg  

70kg－74kg  

65kg－69kg  

60kg－64kg  

55kg”59kg  

50kg・－54kg  

45】短～49kg  

0％  5％  10％  
VVRの発生頻度  

国10 男性の成分献血におけるWR発生率の献血回数と体重との関係  

n＝献嘘l音数  

■初回者口再来者  
体凍   

80kg以上   

75kg～79kg   

70kg”74kg   

65kg～69kg   

60kg～64kg   

55kg－59kg   

50kg－54kg   

45kg～49kg   

40kg－巫女g   

0％  5％  10％  
ⅤⅥiの発生頻度   

図11女性の成分献血におけるWR発生率の献血回数と体重との関係  

nニ献血音数  
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80％を血小板献血が占め，7％が血凍献血，3％が  

顆粒球献血であった。彼らは副作用を静脈穿刺性  

（venip11nCtum）と非静脈穿刺性（nonvenlpuncture）  

に分け，静脈穿刺性の副作用は神経損傷と血腫と．   

している。一方．非静脈穿郵性の副作用にⅤVRと  

クエン酸中寺を含んでいる。非静脾穿刺性の別件  

用発生率は初回献血者が2．92％で，これは再来献  

血者が0．77％であるのに比べて有意に高いと報告  

している、。また，採血機種によって副作用発生率が  

異なり，初回献血者ではHaemone6cs（Haemone血：S  

杜）で5．摘％と非常に高く，ついでSpecけa（Gambro  

社）で3．04％，Cお000（B∝亡er社）では0．糾％である．  

このHaemome也csによる初回献血者の非静脈穿別  

使の副作用発生率はわれわれの初回献血者のⅤVR  

発生率と同程度に高い。一方．再来献血者ではこ  

れらの横磯ごとのⅤVR発生率がそれぞれ0．80％，  

0．85％，0．朗・％とほぼ同じ値である。われわれの再  

来甲成分献血者におけ．るⅤⅥi発生率が血小板献血  

で0．9％．血購献血で1．1％であるが．これは  

McIヱOdらの報告とほぼ一致する。McI上Odは採血  

機器の適いによる初回献血者のm発生率の差異  

は．多数のセンターのデータを塊めているので、  

センターの追いが大きく彫響していると述べてい  

る。つまり，各センターで成分献血の初回として  

いる献血者が以前に全血献血をしているかどうか  

を調査していないので，この点が影響している可  

憐性を示唆している。成分採血機器には循環方式  

と間歌方式があり．現在のSpecb・aは2針法の循環  

方式であるが，McI上Odらの報告し如寺のSpectra  

は単針法で採血するので間敵方式と思われる。  

Haemo爪edcsは現在も単針法の開放方式で，体外  

循喝血液最が305mLであるが，現在のSpectraと  

CS3000は2針法の循塀方式で学れぞれ260mLと  

250mLとやや少ない。Haemone也csではこの体外  

循環血液盈が間放的に体外に出るのに．比べて．  

CS3000では献血者の循環血液見が減少することは  

ない。今回われわれは採血機種とⅤVR発生率との  

関係を検討していない。しかし，われわれが用い  

た採血機器はすぺて問欺方式であるので，Mcl£Od  

らの報告したHaemoneticsと同じく循環血液虫の  

減少が問歌的に起こるため，そのことが初回献血  

者にⅤVRが高頻度に起こったことと関係している  

要する時間が長いので，循環血液のバランスを回  

復するのに有利であり．成分採血装置の進歩によ   

り体外循環血液丑も減少しているので，成分献血  

におけるⅤVR発生率は0．5％未満で低いと述べて  

いる1飢17）。  

われわれの検討では，成分献血において血小板  

献血および血祭献血で女性の方が男性よりⅥ用発  

生率が有意に高かった。この点はTbmitaらある  

いは大坂らの報告と一致する（図1）lq・ll〉。つま  

り，女性であることが成分献血におけるリスク要  

因と考えられる。しかし，われわれの検討では女  

性の成分献鴎におけるⅤVR発生率は2．2％であり，  

Tomitaらの報告や大二枚らの報告より低かった。  

′mm触らは女性では中高年層でⅤⅥi発生率が高い  

（ と報告しでいるが．われわれの検討では再来の成  
分献血者では逆に昔年層で高い傾向がみられた。  

また，Tbmibらは循環血液鬼が少ない女性でⅤVR  

発生率が高いと報告しているが，われわれの検討  

でi享再来献血者では循環血液塩が少ないと考えら  

れる低体虚の献血者でとくにⅤVR発生率が高いこ  

とはなかった。Tomitaらの報告とわれわれの結  

果との塞が何によるかが問題である。  

今回のわれわれの検討で－諦郎署な所見は，男  

女とも初回のⅤVR発生率が非常に高いことであっ  

た。つまり，初回の成分献血のⅤVR発生率が，男  

性で4．7％，女性で7．4％であり，再来の成分献血  

より有意に高く，さらに初回の400mlj献血のそれ  

よりも有澄に高かった。′mmitaらはとくに初回  

（ 者と再来者を分けたデータを示していないので，  

彼らの検討例にどの程度の初回献血者が含まれて  

いるのか，またそれが結果にどの程度影響してい  

るのかが明らかでない。Tomitaらは45歳以上の 

女性の成分献血にⅤⅥモ発生率が高いのは初回献血  

者が多いためではなく，多くは再来献血者である  

と述べているが．やはりⅤVR発生率を初回と再来  

に分けたデータは示されていない。大坂らの報告  

においても，初回および再来の成分献血のⅤⅥと発  

生率は示されていない。  

Mcbodらは米国の17の血液センターにおける  

成分献血の副作用を集めて報告した均。各センタ  

ーにおける献血者数は171人∵2，519人と比較的少  

なく，・総数は19，566人であった。その成分献血の  
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では低体重の献血者でⅤVR発生率が高い傾向があ  

るが，その頻度は全体重において1％以下であり，  

40伽止献血のそれとほぼ同じ値である。現在のわ  

が国の体重と採血見に関する基準では，成分献血  

者の安全鹿は十分確保されていると考えられる。  

Tomitaらの報告ヤは，循環血液塵の少ない女性  

でⅤVR発生率が4％を′超えている。われわれは循  

環血液戯を調べていないが，その算出値の大きな  

賓栗となる体重について調査した。そのj結果，再  

来の女性ではⅤVR藤生率が低仕並で非常に高いと  

いうことはなかった。初回献血者では．すべセの  

体亜でWR発生率が5％以上と非常に高いので，  

初回献血者の割合が多くな■ることの方がⅤVR発生  

数に大きな影響があるのではないかと考えられ（  

る。   

われわれは初回の成分●献血でⅤVR発生率が非常  

に高いことを認めたが：このことは献血者の安全  

上聞損である。それとともに．一度mを起こし  

た献血者はその後に献血をすることが少なt・、とい  

う報告もあり8いの，血液の安定供給という点でも  

間厨であると考えるふ・英国の基坤では，過去2年  

以内に全血献血を行い別件用のなかった人に成分  

献血を適用していかのこわが国でもそめようなこ  

とを考慮する必要があるのやばないかと考える。  

また．採血機種によってⅤVR発生率に塞があるか  

どうかも今後‘に残された問題である。  

可能性がある。－なお，¶）血bらの用いた坪血機種  

はいずれもHaemoliet主cs社のMCS3PあるいはtCS  

であるので聞敵方式であると思われる。今後，成  

分献血におけるⅤVR発生率を論ずるときに採血機  

種の差も淘ぺる必要があると考える。   

成分献血に串ける、ⅤVR発生率と年齢との関係を  

見ると，いずれの年齢においても男女とも初回献  

血者のⅤⅤ軋発生率が再来献血者のそれより膚く，  

また初回の全血献血のそれよりも高かっ・た。．とく  

に，60歳以上の女性で初回献血者9人のうち4人  

（44％）がⅤVRを起こしており．60歳代で献血が卿  

めての女性に成分献血を適用することに？いて，  

至急検討する必要があると考える。－Tomitaらは・  
45歳以上の女性の成分献血にⅤVRが多いと報告し  

ているが，われわれの検討では再来献血に限ると  

そのような傾向はみられなかった。むしろ．全血  

献血にみられるように加齢に伴って減少する傾向  

がみられ，その頻度は全年齢．とも5％未満▲ぞあり，  

初回の成分献血者のように非常に高いということ  

はなかった。   

成分献血におけるm発生率と体並の関係を見  

るとすべての体建において，初回献垂者のⅤVR発  

生率は再来の成分献血や初回の全血献血のそれよ  

り高かった。また，その頻度もほとんどの体簸で  

5％を超えており，・初回献血者への成分献血の適  

用を再検討する必要があると考える。再来の男性  
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